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衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
再
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
営
諫
早
湾
土
地
改
良
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
の
再
評
価
の
た
め
の
基
礎
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
国
営
土

地
改
良
事
業
等
再
評
価
実
施
要
領
」
（
平
成
十
年
三
月
二
十
七
日
付
け
農
林
水
産
省
構
造
改
善
局
長
、
畜
産
局
長
通
知
。
以

下
「
再
評
価
実
施
要
領
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
（
以
下
「
諫
早
湾
干
拓

事
務
所
」
と
い
う
。
）
が
、
本
年
七
月
中
の
終
了
を
目
途
に
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

本
事
業
の
再
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
再
評
価
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
（
以
下
「
九
州
農
政
局
」

と
い
う
。
）
に
設
置
さ
れ
た
国
営
事
業
管
理
委
員
会
（
以
下
「
事
業
管
理
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
関
係
団
体
の
意
見
を
聴

取
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
聴
取
の
時
期
は
本
年
七
月
中
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
営
土
地
改
良
事
業
の
再

評
価
の
際
に
意
見
を
聴
取
す
る
関
係
団
体
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に

お
い
て
国
営
土
地
改
良
事
業
の
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
の
際
に
農
林
水
産
大
臣
が
直
接
的
又
は
間
接
的
に
協
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
相
手
方
を
勘
案
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
関
係
団

一



体
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
き
本
事
業
の
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
の
際
に
協
議
を
行
っ
た
長
崎
県
、
諫
早
市
、
森
山
町
、

高
来
町
、
吾
妻
町
及
び
愛
野
町
を
予
定
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
環
境
影
響
評
価
の
検
証
作
業
」
と
は
、
九
州
農
政
局
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
本
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
レ
ビ
ュ
ー
（
以
下
「
レ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
調
整

池
の
水
質
の
よ
う
に
事
業
の
進
ち
ょ
く
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
取
り
ま
と
め
に
時
間
を
要
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
お
け
る
助
言
等
を
踏
ま
え
、
九
州
農
政
局
に
お
い
て
本
年
七
月
中
を
目

途
と
し
て
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
の
取
り
ま
と
め
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
は
、
ま
と
ま
り
次
第
図
書
と
し
て
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
諫
早
湾
漁
業
調
査
委
員
会
」
と
は
、
本
事
業
の
工
事
施
工
に
伴
う
タ
イ
ラ
ギ
等
漁
場
へ
の
影
響
に
関
す
る
調

査
方
法
や
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
及
び
指
導
を
行
う
た
め
に
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
に
設
置
さ
れ
た

二



「
諫
早
湾
漁
場
調
査
委
員
会
」
（
以
下
「
調
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
調
査
委
員
会
に
お
け
る

検
討
の
中
で
、
タ
イ
ラ
ギ
の
生
息
環
境
に
つ
い
て
更
に
十
分
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
た
め
、
調

査
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
専
門
部
会
に
お
い
て
、
議
論
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
専
門
部
会
に

お
い
て
は
、
タ
イ
ラ
ギ
の
生
態
に
つ
い
て
、
な
お
未
解
明
な
部
分
が
あ
り
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
評
価
及
び
検
討
に
時
間
を

要
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
専
門
部
会
で
の
評
価
及
び
検
討
を
踏
ま
え
て
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
早
く
調
査
結
果
を
取
り
ま
と

め
る
べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
に
行
わ
れ
る
本
事
業
を
含
め
た
国
営
土
地
改
良
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
「
農
林
水
産
公
共
事
業
事

業
評
価
実
施
要
綱
」
（
平
成
十
二
年
七
月
十
四
日
新
基
本
法
農
政
推
進
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
平

成
十
四
年
度
予
算
概
算
要
求
時
ま
で
に
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、公
表
で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
第
三
者
委
員
会
」
と
は
、
再
評
価
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
再
評
価
の
結
果
の
公
表
に
先
立
っ
て
、
再
評
価
の

三



結
果
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
目
的
で
九
州
農
政
局
に
設
置
さ
れ
た
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
第
三
者
委
員
会
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
第
三
者
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
委
員
会
を
本
年
六
月
九
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
予
算
概
算
要
求
時
ま
で
に
行
う
再
評
価
の
結
果
の
公
表
に
向
け
て
、
事
前
に
再

評
価
の
結
果
を
諮
問
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
事
録
の
公
開
及
び
傍
聴
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
議
事
録
を
公
開

す
る
こ
と
は
可
と
す
る
が
、
傍
聴
に
つ
い
て
は
公
正
中
立
な
審
議
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
不
可
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
及
び
漁
場
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
委
員
会
に
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

本
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
他
の
国
営
土
地
改
良
事
業
と
同
様
、
事
業
の
効
率
的
な
執
行
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
再
評
価
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
事
業
管
理
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
専
門
的
知
見
を
有
し
公
正

中
立
の
立
場
を
堅
持
で
き
る
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
第
三
者
委
員
会
に
再
評
価
の
結
果
を
諮
問
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
第
三
者
委
員
会
に
対
し
て
は
、
事
業
管
理
委
員
会
が
関
係
資
料
の
提
供
を
行
う
な
ど
、
そ
の
要
望
に
こ
た
え
る
こ
と
に

四



よ
り
十
分
な
審
議
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
再
評
価
の
た
め
に
専
門
の
委
員
会

を
新
た
に
設
置
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

五


